
～ 第１ステップ ： 病因・原因追究・リスク分析・診断 ～ 

２０２８年  

１月  ４日 「大森塾のコンセプト～歯の治し方と予防～」  

２月  １日  「カリオロジー」  

３月  ７日  「ぺリオドントロジー」 

４月  ４日 「力によって起こる現象・トラブル」  

５月 １６日 「咬合の基礎・力のリスク診断」 注：第３火曜日 

６月  ６日  「診断・原因追究・リスク分析」   

歯科臨床塾 大森塾  ＜大阪１８期＞ 

＜コンセプト＞ “歯科臨床の幹と全体像を知る” 

情報の氾濫により、何を信じればいいのかわからない現代の日本の歯科医療界において、エビデンス（根拠）と 

確かだと思われることをベースに、臨床的経験（勘どころ）を加え、真の歯科医療を追求する歯科臨床塾 

＜目的＞ 

① 手技手法のみに走らず（＝機能回復のみ）、口腔内の健康を長期的に維持安定させるための、 

診察・検査・診断・原因追究・リスク分析・治療計画・補綴設計・メインテナンスの立案力と実践力を養う 

（＝対症療法ではなく原因追究に基づく根本的解決、残存組織の保全・修復補綴装置の長期安定性） 

⇒ × 「木を見て森を見ず」 → ○ 「木をよく見る。そしてそれ以上に大きく森を見る目を養う」 

② インプラント・矯正・補綴などのそれぞれのジャンルを、実際の治療に包括的に取り入れる方法を身につける 

③ それぞれのジャンルの手技手法が学べる研修会・講演会・書籍の紹介 

④ 臨床経験年数を問わず、それぞれのステージで役立つ知識と情報の提供 

⑤ 多くの患者さんに質の高い歯科医療を提供して、かつ、経営的にもプラスにする 

＜主宰＞ 大森有樹 ：大阪市中央区開業／歯学博士／大阪ＳＪＣＤ会長／ＩＴＩフェロー／インプラントスクールリーダー 

／ストローマンインプラント講師／咬合・補綴治療計画セミナー講師／KaVo臨床アドバイザー 

／３大学２衛生士学校非常勤講師・登録医／ARDEC リサーチアフィリエイト／大森塾（大阪・東京・福岡）主宰 

＜テーマとスケジュール＞ （変更の可能性あり） 

 基本的に 毎月 第１火曜日 ２０：３０～２２：３０  （知識確認 ・ 症例検討）  

  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜会場＞ カボプランメカジャパン株式会社 大阪ショールーム  

住所： 〒541-0053大阪市中央区高麗橋４－５－２ 高麗橋ウエストビル１Ｆ 

             アクセス： 大阪メトロ 御堂筋線淀屋橋駅 徒歩４分 ・四つ橋線肥後橋駅 徒歩３分 

＜会費＞ ￥５，０００／１回 （消費税含む） ・ 加えて初回は登録・事務局費として￥３５０００をお支払いいただきます 

＜連絡先＞ 大森塾専用Ｅメール：ｏｍｊ＠ｏｍｏｒｉ―ｄｅｎｔ．ｃｏｍ  ※参加申し込みは大森歯科ＨＰトップページ最下部より。 

（携帯メール可。＜注！＞omori-dent.com をドメイン登録してください。着信拒否設定解除のため。） 

※ 天候・自然災害・交通機関の乱れなどにより、急遽日時を変更する可能性がありますのでご了承ください 

～ 第２ステップ ： 治療計画へ ～ 

７月 ４日 「歯のクオリティ・抜歯の基準」  

８月 １日 「ＣＲ・Ｉｎ・Ｏｎ・Ｃｒ・Ｂｒ・Ｃｏｒｅの原理原則」 

９月 ５日 「パーシャルデンチャーの原理原則」   

１０月  ３日 「インプラントの在り方・原理原則」 

１１月  ７日 「矯正治療（歯の移動）の原理原則）」 

１２月  ５日 「咬合安定（咬合支持と動揺歯への対応）」 

２０２９年 

１月 １６日 「治療計画・補綴設計」 注：第３火曜日 

 

～ 第４ステップ ： メインテナンス・患者マネジメント ～  

１１月  ６日 「インプラントのトラブルと予防策・患者マネジメント」  

１２月  ４日 「メインテナンス・大森塾総括」 

～ 第３ステップ ： 治療計画を実現するための手技手法 ～ 

２０２９年 

２月  ６日 「生理的顆頭位・咬合高径・咬合平面の決定法」 

３月  ６日 「歯の位置と形態 の決定法」 

４月  ３日 「ＭＴＭ／ＬＯＴ／Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎ」  

５月 １５日 「ＴｅCの作製・調整、利用法」 注：第３火曜日 

６月  ５日 「歯周外科・ＣＬＰ・分岐部病変のマネージメント」  

７月  ３日 「抜歯・ＧＢＲ・サイナスフロアエレベーション」 

８月  ７日 「角化・付着歯肉の獲得（ＡＰＦ・ＦＧＧ） 

Soft Tissue Augmentation(ＣＴＧ)・根面被覆術」 

９月  ４日 「審美」 

１０月  ２日 「フルマウス リコンストラクション」 

 


